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ま
え
が
き

二
〇
〇
三
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
開
催
さ
れ
た
、

環
境
省

・
林
野
庁
に
よ
る

「世
界
自
然
遺
産
地
域
候

補
地
に
関
す
る
検
討
会
」
は
、
知
床
、
小
笠
原
諸
島
、

琉
球
諸
島
を
、
今
後
、
自
然
遺
産
と
し
て
推
薦
す
る

可
能
性
の
あ
る
候
補
地
と
し
て
選
定
し
た
。
私
は
こ

の
検
討
会
に
、
委
員
と
し
て
出
席
し
、
自
然
遺
産
候

補
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、

一
〇
月
に

は
環
境
省
と
林
野
庁
は
、
白
神
山
地
、
屋
久
島
に
つ

づ
く
三
番
目
の
自
然
遺
産
候
補
と
し
て
知
床
を
選
定

し
、
二
〇
〇
四
年
二
月

一
日
の
締
切
日
ま
で
に
推
薦

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
残
さ
れ
た
二
つ
の

候
補
地

に
つ
い
て
は
、
検
討
会
に
お
い
て
指
摘
さ
れ

た
保
護
担
保
措
置
な
ど
の
課
題
の
検
討
を
行

っ
た
上

で
、
条
件
が
整
い
次
第
、
推
薦
書
の
提
出
を
め
ざ
す

と
し
て
い
る
。
こ
の
機
会

に
、
日
本
と
り
わ
け
北
海

道
に
お
け
る
自
然
遺
産
候
補

の
選
定
経
緯
と
知
床

の

自
然
遺
産
登
録
の
課
題
を
考
え
て
み
た
い
。

世
界
遺
産
条
約
と
は

世
界
遺
産
条
約
は

一
九
七
二
年

一
〇
月

に
パ
リ
で
開
催

さ
れ
た

ユ
ネ

ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
条
約

で
正
式
名
称

は

「世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産

の
保
護
に
関
す
る

条
約
」
と
い
う
。
二
〇
〇
三
年
現
在
、

一
七
六
ヶ
国
が
加

盟
し
、
そ
の
う
ち

一
二
九

ヶ
国
に
あ
る
五
八
二
の
文
化
遺

産
、

一
四
九
の
自
然
遺
産
、
二
三
の
自
然
及
び
文
化
の
複

合
遺
産
が
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
わ
が

国
は
、

一
九
九
二
年
に

一
二
五
番
目
の
加
盟
国
と
な
り
、

文
化
遺
産
と
し
て
、
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
、
姫
路

城
、
古
都
京
都

の
文
化
財
、
白
川
郷

・
五
箇
山
の
合
掌
造

り
集
落
、
原
爆
ド
ー
ム
、
厳
島
神
社
、
古
都
奈
良
の
文
化

財
、
日
光

の
社
寺
、
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産

群
、
自
然
遺
産
と
し
て
、
白
神
山
地
、
屋
久
島
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。

締
約
国
は
、
国
内
の
す
べ
て
の
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然

遺
産
を
認
定
し
、
保
護
し
、
保
存
し
、
整
備
し
、
将
来
の

世
代

へ
伝
え
る
義
務
を
負
う
と
同
時
に
、
国
際
協
力
に
よ
っ

て
世
界

の
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然
遺
産
の
保
護
を
援
助
、

協
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
締
約
国
の
う
ち
、

選
挙

に
よ

っ
て
選
ば
れ
た
二

一
ヶ
国
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ

る
世
界
遺
産
委
員
会
が
毎
年
開
か
れ
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
、

危
機

に
瀕
し
た
世
界
遺
産
リ
ス
ト
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、

締
約
国
が
拠
出
す
る
世
界
遺
産
基
金
に
よ

っ
て
、
世
界
の

文
化
遺
産
お
よ
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
国
際
協
力

等
の
決
定
を
行
う
。
締
約
国
以
外
に
、
文
化
遺
産
で
は
国

際
記
念
物
遺
跡
会
議

(一〇
〇
]≦
O
oQ
)、
自
然
遺
産

で
は
国

際
自
然
保
護
連
合

(一C
O
Z
)
と
い

っ
た
民
間
団
体
が
条

約
の
履
行
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
条
約
顧
問

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
国
は
こ
の
条
約
が
採
択
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で

議
長
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
二
〇
年
も
の
間
、
条
約

を
批
准
し
て
こ
な
か

っ
た
。
そ
の
理
由
は
、

ユ
ネ
ス
コ
の

運
営
に
反
発
し
て
英
米
が
脱
退
し
た
時
期
が
あ
り
、
こ
の

条
約
が
国
会
の
中
で
政
治
的
に
扱
わ
れ
る
な
ど
不
幸
な
歴

史
も
あ

っ
た
が

(吉
田

一
九
九
六
)
、
文
化
遺
産
と
自
然

遺
産
の
両
方
を
将
来
の
世
代
に
伝
え
る
べ
き
人
類
共
通
の

遺
産
と
し
て
と
ら
え
る
と
い
う
、
こ
の
条
約
の
趣
旨
が
十

分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ

ろ
う
。

こ
の
条
約
の
趣
旨
が
十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
疑
問
は
今
も
残
る
。
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ

た
地
域
ば
か
り
が
脚
光
を
あ
び
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が

そ
こ
を
訪
れ
る
。
そ
れ
を
期
待
す
る
地
域
か
ら
世
界
遺
産

登
録

の
陳
情
が
行
わ
れ
る
が
、
危
機
に
瀕
し
た
世
界
遺
産
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リ
ス
ト
や
そ
れ
を
救
済
す
る
た
め
の
世
界
遺
産
基
金
の
存

在
が
忘
れ
去
ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
と

い
う
疑
問
で

あ
る
。

世
界
遺
産
リ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
と
暫
定
リ
ス
ト

と
こ
ろ
で
日
本
が
世
界
遺
産
条
約
に
加
盟
し
、

一
九
九

三
年
に
白
神
山
地
と
屋
久
島
が
自
然
遺
産
と
な

っ
て
以
来
、

文
化
遺
産
に
つ
い
て
は
定
期
的
に
新
た
な
物
件
が
世
界
遺

産
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
九
件
と
な

っ
て
い
る
が
、
自
然
遺

産
に
つ
い
て
は

一
〇
年
間
申
請
が
行
わ
れ
ず
二
件
の
ま
ま

で
あ

っ
た
。
と
く
に
北
海
道
か
ら
は
文
化
遺
産
、
自
然
遺

産
い
ず
れ
も
登
録
が
な
か

っ
た
。
北
海
道
か
ら
国
に
対
し

て
、
自
然
遺
産
登
録
の
働
き
か
け
が
な
い
わ
け

で
は
な
か

っ

た
が
、
国
が
消
極
的
な
姿
勢
で
あ

っ
た
た
め
、
北
海
道
は

「北

の
遺
産
」
と
い
う
独
自
の
リ
ス
ト
づ
く

り
を
行

っ
た

と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
の

大
き
な
違
い
は
、
文
化
庁
は
条
約
に
加
盟
し
た
時
点
で
、

三
年
か
ら
五
年
以
内

に
世
界
遺
産
と
し
て
申
請
す
る
可
能

性
あ
る
物
件
を
暫
定
リ
ス
ト
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
環
境
省
は
暫
定
リ
ス
ト
を
作
成
し

て
い
な
か

っ
た
た
め
、
富
士
山
、
摩
周
湖
な
ど
各
地
か
ら

の
陳
情
に
対
し
て
、
客
観
的
に
判
断
す
る
材
料
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
最
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
世
界
遺
産
条
約
は
三
〇
周
年
を

迎
え
、
当
初
の
よ
う
に
世
界
遺
産
リ
ス
ト
の
数
を
増
や
す

こ
と
が
当
面
の
課
題
で
あ

っ
た
時
期
は
過
ぎ
、
世
界
遺
産

リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
物
件
の
世
界
的
な
バ
ラ
ン
ス

(自

然
と
文
化
の
バ
ラ
ン
ス
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
な
ど
)
を
検
証

す
る
こ
と
が
必
要
な
時
期
と
な

っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ア
ン
ズ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
遺
産
委
員

会
に
お
い
て
、
国
際
自
然
保
護
連
合
と
国
際

記
念
物
遺
跡

会
議
に
対
し
て
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
が
代
表
性
を
保

っ
た

も
の
と
す
る
た
め
の
調
査
が
依
頼
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
が

ま
と
ま
る
ま
で
の
間
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
申
請
数
を
、

自
然
遺
産
と
文
化
遺
産
を
併
せ
て
各
国

一
ヶ
所
ま
で
、
合

計
で
三
〇
ヶ
所
ま
で
と
す
る
上
限
が
決
め
ら
れ
た

(謡
〇
二
創

出
⑦葺
p
σq
Φ
O
o
ヨ
8
一暮
①Φ
凶O
OO)。

ま
た
条
約

の
履
行
指

針
を
改
訂
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
文
化
遺
産
の
み
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
暫
定
リ
ス
ト
の
提
出
を
自
然
遺
産

に
も
義
務
づ
け
る
こ
と
と
な

っ
た

(乏
〇
二
α
=
霞
齢
9

σq
Φ

○
窪
訂
Φ
N
OO
N)
。
こ
の
た
あ
、
環
境
省
と
し
て
も
暫
定

リ

ス
ト
を
作
ら
な
い
限
り
、
次
の
自
然
遺
産
を
申
請
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
代
表
性
を
保

っ
た
世
界
遺
産
リ
ス
ト
作
り

と
い
う
世
界
の
潮
流
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う

な
背
景
に
も
と
つ
い
て
、
日
本
に
お
け
る
自
然
遺
産
候
補

の
選
定
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
国
際
自
然
保
護
連
合
は
、
自
然
遺
産

の
バ
ラ

ン
ス
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
生
物
地
理
区
、
バ
イ
オ
ー

ム

(生
物
群
系
)
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
区
分
を
用
い
て
分

析
を
行

っ
て
い
る

(
≦
〇
二
α

国
①葺

餌
σq
Φ
O
o
3
邑

暮
Φ①

N
OO
b。)。
自
然
遺
産
お
よ
び
複
合
遺
産
の
分
布
を
生
物
地

理
区
ご
と
に
み
る
と
、

ア
フ
リ
カ
熱
帯
区
、
新
熱
帯
区
、

旧
北
区
西
部
な
ど
が
多
く
、
オ
セ
ア
ニ
ア
区
、
南
極
区
は

数
、
面
積
と
も
に
相
対
的
に
少
な
い
。
バ
イ
オ
ー
ム
ご
と

に
見
る
と
、
山
岳
、
熱
帯
雨
林
、
熱
帯
乾
燥
林
が
多
く
、

熱
帯
草
原
、
温
帯
草
原
、
温
帯
針
葉
樹
林
、
ツ
ン
ド
ラ
、

湖
沼
は
相
対
的
に
少
な
い
。
以
上
の
分
析
か
ら
、

ユ
ー
ラ

シ
ア
や
北
ア
メ
リ
カ
の
温
帯
林
、
ア
フ
リ
カ
や
南

ア
メ
リ

カ
の
熱
帯
林
な
ど
は
比
較
的
代
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

に
挟
ま
れ
た
亜
熱
帯
常
緑
樹
林
や
温
帯
草
原
、
も

っ
と
北

方
に
あ
る
亜
寒
帯
常
緑
針
葉
樹
林

(タ
イ
ガ
)
や
ツ
ン
ド

ラ
を
代
表
す
る
世
界
遺
産
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
え

る
。
ま
た
湖
沼
も
、
バ
イ
カ
ル
湖
な
ど
を
除
け
は
、
非
常

に
少
な
い
。

今
後
の
世
界
遺
産
リ
ス
ト
づ
く
り
は
、
締
約
国
か
ら
推

薦
が
あ
が

っ
て
く
る
の
を
消
極
的
に
待

つ
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
よ
う
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
べ
く
、
あ
ま
り
代
表
さ

れ
て
い
な
い
生
態
系
を
推
薦
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

日
本

に
は
、
自
然
草
原
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
亜
熱
帯
常

緑
樹
林

(沖
縄
、
小
笠
原
)、
亜
寒
帯
常
緑
樹
林

(
北
海

道
)
な
ど
は
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解

消
す
る
意
味
で
も
、
積
極
的
に
推
薦
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ

る
。

日
本
お
よ
び
北
海
道
に
お
け
る
自
然
遺
産
候
補
地
の
選
定

世
界
自
然
遺
産
候
補
地
に
関
す
る
検
討
会
で
は
、
こ
の

よ
う
な
背
景
を
認
識
し
た
上
で
、
日
本
に
お
け
る
自
然
遺

産
候
補
地
を
、
あ
く
ま
で
も
世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
登
録

基
準
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
学
術
的
な
視
点
か
ら

の
選
定
を
行

っ
た
。
ま
ず
環
境
省
、
林
野
庁
が
保
護
地
域

と
し
て
い
る
、
自
然
公
園
、
自
然
環
境
保
全
地
域
、
森
林

生
態
系
保
護
地
域
、
ま
た
環
境
省
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て

い
る
特
定
植
物
群
落
、
重
要
湿
地
な
ど
か
ら
面
積
五
千

ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上

の
地
域
を
検
討
対
象
と
し
た
。

自
然
遺
産
登
録

に
あ
た

っ
て
は
、

ユ
ネ
ス
コ
か
ら
依
頼

を
受
け
た
国
際
自
然
保
護
連
合
が
調
査
を
行
い
、
履
行
指

針

の
自
然
遺
産
登
録
基
準

(
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
)
に
合
致
し
、

顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
を
持

っ
た
物
件
で
あ
る
か
ど
う
か

を
評
価
す
る
。
自
然
遺
産
登
録
に
は
、
四
つ
の
ク
ラ
イ
テ

リ
ア
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
そ
の

一
つ
に
合
致
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
(
一
)
地
球

の
歴
史
を
表
す

地
形
や
地
質
、
(二
)陸
上
や
海
洋
を
代
表
す
る
生
態
系
、

(三
)
す
ぐ
れ
た
景
観
、
(四
)
生
物
多
様
性
の
現
地
保
存

上
重
要
な
生
息
地
の
四
つ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
白
神
山
地

は
(二
)
、
屋
久
島
は
(二
)
と
(
三
)
の
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
を
満

た
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
。
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次
に
、
申
請
さ
れ
た
地
域
が
、
将
来
に
わ
た

っ
て
そ
の

顕
著

で
普
遍
的
な
価
値
を
維
持
す
る
た
め
に
十
分
な
面
積

や
範
囲
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
か
と
い
う
完
全
性

(イ
ン
テ

グ
リ
テ
ィ
)
の
基
準
を
満
た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
検

討
過
程
に
お
い
て
五
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
基
準
を
設
け

た
が
、

こ
れ
は
ユ
ネ

ス
コ
や
世
界
遺
産
委
員
会
の
基
準
で

は
な

い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
れ
を
下
回

る
面
積
の
自

然
遺
産
は
よ
ほ
ど
特
殊
な
自
然
現
象
で
も
な

い
限
り
登
録

さ
れ
て
い
な
い
。
履
行
指
針
で
は
、
い
く

つ
か
の
事
例
を

挙
げ

て
、
氷
河
地
形
で
あ
れ
ば
、
氷
河
お
よ
び
周
辺
の
氷

河
地
形
を
含
む
範
囲
、
漫
布
で
あ
れ
ば
そ
の
上
流
域
を
含

む
範
囲
の
推
薦
を
求
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
申
請
さ
れ
た
自
然
遺
産
候
補
は
、
国
内
法
で

保
護
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
世
界
遺
産

リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
遺
産
を
、
締
約
国
が
将
来
に
わ
た
っ

て
保
護
す
る
と
い
う
証
明
で
も
あ
る
。

こ
の
基
準
は
締
約

国
が
独
自
に
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て

は
国
立
公
園
、
国
の
自
然
環
境
保
全
地
域
、
あ
る
い
は
森

林
生
態
系
保
護
地
域
の
い
ず
れ
か
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
は
国

立
公
園
の
境
界
を
越
え
た
広
い
地
域
を
世
界
遺
産
に
申
請

す
る
に
あ
た
り
、
国
が
管
理
計
画
を
定
め
、
国
内
法
に
準

拠
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

ま
た
推
薦
さ
れ
た
自
然
遺
産
候
補
地
は
、
既
に
世
界
遺

産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
然
遺
産
や
、
他
の
締
約

国
が
将
来
自
然
遺
産
と
し
て
推
薦
す
る
予
定

の
暫
定
リ
ス

ト
の
候
補
地
と
比
較
さ
れ
る
た
め
、
国
際
自
然
保
護
連
合

が
、
自
然
遺
産
を
評
価
す
る
際
に
利
用
し
て
い
る
ウ
ド
ゥ

バ
ル
デ
ィ
の
生
物
地
理
区
分

(
d
Ω
<
舘
身

一
㊤
誤
)
ご
と

に
、
国
内
国
外
の
自
然
遺
産
候
補
と
の
比
較
を
行
う
こ
と

に
な

っ
た
。

ウ
ド
ゥ
バ
ル
デ
ィ
の
生
物
地
理
区
分

に
よ
れ
ば
、
日
本

の
自
然
地
域
は
、
(
一
)
日
本
満
州
混
交
林
区

(北
海
道
)、

(
二
)
東

ア
ジ
ア
夏
緑
樹
林
区

(東
日
本
)
、

(三
)
東

ア

ジ
ア
常
緑
樹
林
区

(西
日
本
)
、
(四
)
琉
球
諸
島
、
(五
)

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

(小
笠
原
諸
島
)

の
五

つ
に
区
分
さ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
、
(
一
)
利
尻

・
礼
文

・
サ

ロ
ベ

ツ
、
知
床
、
阿
寒

・
屈
斜
路
湖

・
摩
周
湖
、
大
雪
山
、
日

高
山
脈
の
五
地
域
、
(
二
)
早
池
峰
山
、
飯
豊

・
朝
日
連

峰
、
奥
利
根

・
奥
只
見

・
奥
日
光
、
北
ア
ル
プ
ス
の
四
地

域
、
(
三
)
富
士
山
、
伊
豆
諸
島
、
南

ア
ル
プ

ス
、

阿
蘇

山
、
祖
母
山

・
傾
山

・
大
崩
山

・
九
州
中
央
山
地
と
周
辺

地
域
、
霧
島
山
の
六
地
域
、
(
四
)
琉
球
諸
島
、
(五
)
小

笠
原
諸
島
の
合
計

一
七
地
域
、

こ
れ
に
地
形
的
基
準
か
ら
、

三
陸
海
岸
と
山
陰
海
岸
を
加
え
た

一
九
地
域
が
候
補
に
あ

、、〉

つ

こ

o

・カ

」ム

こ
の
う
ち

一
つ
の
生
物
地
理
区
に

一
つ
の
候
補
し
か
な

い
琉
球
諸
島
と
小
笠
原
諸
島
に
つ
い
て
は
、
独
特
の
生
物

相
を
持

つ
た
め
、
あ
ま
り
異
論
が
な
く
自
然
遺
産
候
補
と

す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
が
、
複
数
の
候
補
地
を
有
す
る
生

物
地
理
区
に
つ
い
て
は
委
員
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が

あ

っ
た
。
特
に
北
海
道
の
自
然
遺
産
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

ど
の
候
補
も
す
ぐ
れ
た
自
然
を
有
し
て
お
り
、
委
員
に
よ
っ

て
評
価
の
基
準
が
異
な
り
、

一
つ
に
絞
る
こ
と
は
困
難
を

極
め
た
。
ま
た
北
海
道
自
然
保
護
協
会
か
ら
も
環
境
省

に

対
し
て
こ
れ
ら
の
候
補
を

一
体
の
も
の
と
し
て
推
薦
す
る

よ
う
要
望
が
出
さ
れ
た
。

地
形
的
に
は
大
雪
山
か
ら
日
高
山
脈
に
い
た
る
北
海
道

の
背
骨
と
な
る
地
域
は
、
噴
火
と
隆
起
と
い
う
成
因
は
違

っ

て
も

ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と
北
米
プ
レ
ー
ト
の
衝
突
に

起
因
す
る
も
の
で
あ
り

一
つ
に
で
き
な
い
か
と
い
う
議
訟魂

知
床
か
ら
阿
寒
に
い
た
る
火
山
群
は

一
体
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
議
論
。
植
物
相
か
ら
は
、
大
雪
山
と
旦
局
山
脈
の

そ
れ
ぞ
れ
立
地
が
異
な
る
高
山
植
物
群

に
、
夕
張
岳
の
高

山
植
物
群
を
加
え
る
こ
と
で
種
の
多
様
性
が
高
ま
る
と
い

う
議
論
。
昆
虫
相
か
ら
は
、
知
床
や
大
雪
山
よ
り
も
、
日

高
山
脈
の
ほ
う
が
高
く
評
価
さ
れ
る
と
い
う
議
論
。
知
床

は
山
だ
け
で
な
く
海
の
生
態
系
を
含
み
、
同
じ
生
物
地
理

区
に
あ
る
他
の
自
然
遺
産
と
の
違
い
が
際
だ

っ
て
い
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。

結
果
的
に
北
海
道
の
自
然
遺
産
候
補
地
か
ら
は
、
知
床

が
選
ば
れ
た
が
、
大
雪
山
や
旦
局
山
脈
に
つ
い
て
も
、
将

来
同
じ
生
物
地
理
区
に
あ
る
ロ
シ
ア
の
シ
ホ
テ

.
ア
リ
ン

山
脈
と
比
較
し
て
優
位
性
が
証
明
で
き
れ
ば
候
補
と
な
り

う
る
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が

つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
二
〇

〇
〇
年
に
シ
ホ
テ

・
ア
リ
ン
山
脈
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
大
雪
山
な
ど
と
の
比
較
が
行
わ
れ
、
シ

ホ
テ
・
ア
リ
ン
山
脈
の
ほ
う
が
面
積
的
に
も
生
物
の
多
様

性
か
ら
も
優
位
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る

(Hd
O
Z

8
00)。

知
床
自
然
遺
産
登
録
の
課
題

知
床
は
、
流
氷
に
よ

っ
て
育
ま
れ
る
豊
か
な
海
洋
生
態

系
と
オ
オ
ワ
シ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
な
ど
の

絶
滅
危
惧
種
に
代
表
さ
れ
る
陸
上
生
態
系
の
相
互
関
係
が
、

大
陸
性
気
候
の
シ
ホ
テ

・
ア
リ
ン
山
脈
な
ど
に
は
な
い
特

色
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
遺

産
の
推
薦
を
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
海
洋
生
態
系
と
陸
上

生
態
系
の
連
続
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

二
〇
〇
三
年

=

月
、
知
床
世
界
遺
産
候
補
地
地
域
連

絡
会
議
事
務
局
は
、
知
床
世
界
遺
産
候
補
地
の
管
理
計
画

案

(知
床
世
界
遺
産
候
補
地
地
域
連
絡
会
議
事
務
局
二
〇

〇
三
)
を
発
表
し
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。

こ
の
中
で
い
く

つ
か
気
づ
い
た
点
を
述
べ
て
み
た
い
。
ま

ず
世
界
遺
産
候
補
地
域
の
西
側
、
す
な
わ
ち
遠
音
別
岳
原
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生
自
然
環
境
保
全
地
域
が
世
界
遺
産
地
域
の

コ
ア
エ
リ
ア

と
さ
れ
な
が
ら
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
も
な

い
こ
と
に
違

和
感
を
覚
え
た
。
さ
す
が
に
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁

の
協
力
も
あ
り
そ
の
後
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
を
付
加
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。
斜
里
側
に
つ
い
て
は
、
断
崖
と
な

っ
て

い
る
た
め
、
海
岸
ま
で
コ
ア
エ
リ
ア
と
な

っ
て
い
る
が
、

羅
臼
側
に
つ
い
て
も
、
海
岸
道
路
の
あ
る
相
泊
よ
り
先
は

海
岸
ま
で
コ
ア
エ
リ
ア
と
し
て
も
よ
い
と
思
う
の
だ
が
。

ま
た
海
洋
生
態
系
と
陸
上
生
態
系
の
連
続
性
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
サ
ケ
の
遡
上
を
妨
げ
て
い
る
砂
防
堰
堤
は
、

今
後
、
自
然
再
生
事
業
な
ど
に
よ

っ
て
撤
去
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
と
林
野
庁
と
の
協
力

に
よ

っ
て
将
来
的
に
解
決
可
能

で
あ
ろ
う
が
、
海
洋
生
態

系
の
保
全

の
た
あ
に
は
、
水
産
庁
や
北
海
道

漁
連
な
ど
と

の
協
力
が
必
要
と
な
る
。
海
洋
生
態
系
と
い
う
視
点
か
ら

は
害
獣
と
し
て
駆
除
さ
れ
て
い
る
ト
ド
の
取

り
扱

い
が
気

に
な
る
。
ト
ド
や
シ
ャ
チ
の
よ
う
な
海
生
哺
乳
類
は
、
こ

れ
ま
で
わ
が
国
で
は
保
護
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
。
二
〇
〇
二
年

の
鳥
獣
保
護
法
改
正
で
、

ア
ザ
ラ
シ
に

つ
い
て
は
環
境
省

の
管
轄
と
な

っ
た
が
、
ト
ド
、
ラ
ッ
コ
、

鯨
類
は
い
ま
だ
に
水
産
庁
の
管
轄
で
あ
る
。
管
理
計
画
案

で
も
海
生
哺
乳
類
に
つ
い
て
は
、
「
サ
ケ

・
マ
ス
定
置
網

に
か
か

っ
た
海
生
哺
乳
類
は
可
能
な
限
り
解
放
し
て
い
る
、

ト
ド
に
つ
い
て
は
破
ら
れ
に
く
い
定
置
網
の
設
置
な
ど
共

存
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
」
と
記
述
さ
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
二
〇
〇
三
年
に
南
ア

フ
リ
カ
で
開

催
さ
れ
た
世
界
公
園
会
議
に
お
い
て
も
、
海
洋
保
護
地
域

の
拡
大
は
国
際
的
な
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
海
洋
生
態
系

と
陸
上
生
態
系
の
相
互
関
係
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

知
床
半
島

の
周
辺
の
海
域
に
国
立
公
園
を
拡
大
す
る
く
ら

い
の
提
言
が
あ

っ
て
も
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
世
界
公
園
会
議
で
は
、
国
境
を
ま
た
ぐ
世
界
遺
産
の

拡
大
が
議
論
さ
れ
た
。
知
床
と
北
方
四
島

の
間
で
は
、
非

常

に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
将
来
的

に
は
千
島
列
島
全
体
と
北
海
道
東
部
を

つ
な
ぐ
よ
う
な
壮

大
な
世
界
遺
産

の
構
想
が
あ

っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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